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浸水想定区域図（L1：計画規模）

●現庁舎
GL＝65.20m
浸水深＝1.710m

かも～る（文化会館）
GL＝66.40m
浸水深＝1.883m

■可茂消防
GL＝62.50m
浸水深＝4.228m

■

太田宿中山道会館
GL＝64.40m
浸水深＝2.319m

●プラザちゅうたい
GL＝65.00m
浸水深＝1.718m

※ GL、浸水深は、美濃加茂市Web版ハザードマップによるもの

★深田ポンプ場

★下町ポンプ場

★駅前ポンプ場

★柏木ポンプ場

▼擁壁高＝69.35m
★島ゲート機場

▼擁壁高＝68.92m

▼擁壁高＝68.53m

▼擁壁高＝68.05m

▼擁壁高＝67.79m

太田小学校
GL＝64.50m
浸水深＝2.222m

■

■



3

浸水想定区域図（L２：想定最大規模）

●現庁舎
GL＝65.20m
浸水深＝11.483m

かも～る（文化会館）
GL＝66.40m
浸水深＝12.160m

■可茂消防
GL＝62.50m
浸水深＝14.356m

■

太田宿中山道会館
GL＝64.40m
浸水深＝12.511m

●プラザちゅうたい
GL＝65.00m
浸水深＝11.693m

※ GL、浸水深は、美濃加茂市Web版ハザードマップによるもの

★深田ポンプ場

★下町ポンプ場

★駅前ポンプ場

★柏木ポンプ場

▼擁壁高＝69.35m
★島ゲート機場

▼擁壁高＝68.92m

▼擁壁高＝68.53m

▼擁壁高＝68.05m

▼擁壁高＝67.79m

太田小学校
GL＝64.50m
浸水深＝13.043m

■
■
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重要水防箇所（木曽川上流事務所）
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重要水防箇所（木曽川上流事務所）・・・拡大図

堤防が破堤・越水・溢水することは想定されていない
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危険個所（越水）

危険個所（越水）

令和６年度 木曽川第一出張所内重要水防箇所図

要注意区間（堤防高）要注意区間（陸閘）
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要注意区間（陸閘）･･･R6.5.25 市職員防災訓練
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堤防は、どうやって壊れるの？

美濃加茂市の堤防は、土堤ではありません
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木曽川の堤防
木曽川の堤防は、コンクリート構造となってお
り、破堤、洗掘、漏水等の危険性は低い。

木曽川上流事務所が公表している重要水防箇所
においても、危険箇所は存在していない。

木曽川の堤防の堤防計画高水位は、12.09ｍ
（12,500㌧／S）であり、さらには余裕高
（2ｍ）によって、9.28災害時の最高放水量
14,900㌧／Sに耐えられるよう設計されており、
浸水害に対する対応は格段にあがっている。



10

流木によるダム化･･･越水の可能性

新太田橋 太田橋

中濃大橋

太田橋、新太田橋、中濃大橋ともに、

①川幅が広いこと
②川底から橋梁まで高さがあること
③今渡ダムがあること

以上のことから、流木によるダム化の可能性
は低い。
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丸山ダム・今渡ダムの運用
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丸山ダム運用後の年最大流入量

木曽川水位
９．８７ｍ



流入量が４，８００㎥を
超えたときは、放流量を
調整（貯留）する

13

丸山ダム貯水位（イメージ）
木曽川水系ダム統合管理事務所
丸山ダム管理支所

事前放流を含め、9.28災害時にはなかった運用をしている
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丸山ダム ゲート放流 通知・連絡先
区分 連絡事項 可茂土木 八百津町 御嵩町 可児市 美濃加茂市 坂祝町

通
知
（
電
話
で
着
信
確
認
）

洪水警戒体制設置 ○ ○ ○ － － －

放流開始１時間前 ○ ○ ○ （○） （○） （○）

放流開始 ○ ○ ○ － － －

急激な河川水位上昇１時間前 ○ ○ ○ － － －

急激な河川水位上昇開始 ○ ○ ○ － － －

緊急放流３時間前 ○ ○ ○ ○ ○ ○

緊急放流１時間前 ○ ○ ○ ○ ○ ○

緊急放流開始 ○ ○ ○ ○ ○ ○

情
報
（
送
付
の
み
）

洪水警戒体制解除 ○ ○ ○ － － －

防災操作（洪水調節）開始 ○ ○ ○ ○ ○ ○

防災操作（洪水調節）終了 ○ ○ ○ ○ ○ ○

緊急放流流○時間前※１ ○ ○ ○ ○ ○ ○

緊急放流終了 ○ ○ ○ ○ ○ ○

毎正時のダム情報※２ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：送信先、（○）：事前放流の場合に送信

※１：緊急放流開始の予想が開始時刻の３時間以上前に立つ場合に送付 ※２：流入量4,000㎥/s以上の間に送付
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丸山ダム ホットライン
区分 八百津町 御嵩町 可児市 美濃加茂市 坂祝町

流入量3,000㎥/S超過 防災安全室長 － － － －

流入量4,000㎥/S超過 ↓ － － － －

防災操作開始 ↓ 総務防災課長 防災安全課長 防災安全課長 総務課長

緊急放流の可能性 町長 町長 市長 市長 町長

流入量6,000㎥/S超過 － － － 防災安全課長 －

緊急放流開始３時間前 町長 町長 市長 市長 町長

緊急放流開始１時間前 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

緊急放流開始 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

放流量5,200㎥/S超過 － － － 防災安全課長 －
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新丸山ダムの建設

新丸山ダムを建設することにより、
木曽川で戦後最大となる９．２８災
害で大きな被害を受けた美濃加茂市、
可児市付近の今渡地点で約２．７ｍ
の水位低下効果が見込まれ、河川氾
濫による浸水被害をなくす。
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今渡ダムの運用
令和元年に発生した東日本豪雨を受けて、利水ダム（発電ダム）と治水ダムが協力
して事前放流等を行うこととされた。

9.28災害時にはなかった運用をしている
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想定外の木曽川堤防の
決壊シミュレーション
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L1浸水シミュレーション･･･堤防の破堤（深田ポンプ場付近）

３０分後 １時間後 ２時間後

４時間後９時間後８時間後１２時間後

破堤後４時間をピークに引き始める

国土交通省の浸水ナビによるシミュレーション
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L1浸水シミュレーション･･･堤防の破堤（太田橋付近）

３０分後 １時間後 ２時間後

４時間後８時間後１２時間後

破堤後４時間をピークに引き始める

国土交通省の浸水ナビによるシミュレーション
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L２浸水シミュレーション･･･堤防の破堤（深田ポンプ場付近）

２時間後 ４時間後 ８時間後

１２時間後１８時間後２４時間後

破堤後８時間をピークに引き始める

国土交通省の浸水ナビによるシミュレーション
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L２浸水シミュレーション･･･堤防の破堤（太田橋付近）

２時間後 ４時間後 ８時間後

１２時間後１８時間後２４時間後

破堤後８時間をピークに引き始める

国土交通省の浸水ナビによるシミュレーション
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加茂川の浸水対策
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加茂川の浸水実績
主な災害の状況

床上浸水 床下浸水 総雨量 最大内水位

S45.6 ２１戸 １３２戸 ２５０．０㎜ ６２．３ｍ

S47.7 ６戸 ５戸 １４７．５㎜ ６３．６ｍ

H12.9 １３戸 ４戸 ２６６．０㎜ ６１．７ｍ

H22.7 １戸 ０戸 １５０．０㎜ ６０．１ｍ

H23.9 ９戸 ５戸 １７８．５㎜ ６１．６ｍ

R3.8 ０戸 ２戸 ※２４８．０㎜ ６０．４ｍ

４８時間累計 加茂川水位

令和３年８月

※気象庁HPの過去の気象データによる４８時間の総雨量

S47 逆流防止樋門設置

S５５ ポンプ５㎥／ｓ設置

S５７ ポンプ５㎥／ｓ増強（計１０㎥／ｓ）

H12 ポンプ５㎥／ｓ増強（計１５㎥／ｓ）
※東海豪雨後増強

H２９ ポンプ５㎥／ｓ（２基）増強（計２５㎥／ｓ）
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加茂川総合内水対策計画
建築高さ等の事前届出制度の創設
浸水防止策設置助成制度の創設
既設住宅の嵩上げ工事助成制度の創設
内水ハザードマップの作成支援
内水ハザードマップの作成・公表
まるごとまちごとハザードマップの作成・公表
警戒避難体制の強化、災害図上訓練実施
監視カメラ、水位センサーの設置
水位計、量水標の維持管理
CCTVカメラ映像、河川水位等の情報配信
XバンドMPレーダーによる局地的豪雨の把握
ぎふ川と道のアラームメール、Xによる情報提供
防災情報の拡充
災害対策車（排水ポンプ車等）の派遣
緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）の派遣
現地情報連絡員（リエゾン）の派遣
土地開発行為の監視

貯留浸透施設の整備（各家庭）
貯留浸透施設の整備（校庭、公園等）
雨水流出抑制施設の設置助成制度の創設
土地開発事業指導要綱による土地利用規制の強化

加茂川沿川の竹木の伐開
下水樋管への逆流防止ゲートの設置
加茂川の河川改修（河道掘削、築堤等）
木曽川本川の河川改修（樹木伐開等）
加茂川排水機場のポンプ増強

坂祝町・美濃加茂市
坂祝町・美濃加茂市
坂祝町・美濃加茂市
国土交通省
坂祝町・美濃加茂市
坂祝町・美濃加茂市・岐阜県
美濃加茂市
坂祝町・美濃加茂市・岐阜県
国土交通省
国土交通省
国土交通省
坂祝町・美濃加茂市・岐阜県
岐阜県
国土交通省
国土交通省
国土交通省
地域住民

地域住民
美濃加茂市
坂祝町・美濃加茂市
坂祝町・美濃加茂市

地域住民・坂祝町・美濃加茂市・岐阜県
美濃加茂市
岐阜県
国土交通省
国土交通省

【施策名称】 【実施主体】

被
害
軽
減
対
策

流
出
抑
制
対
策

河
川
改
修

対

策
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被害軽減対策（内水ハザードマップの作成・公表）
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被害軽減対策（既設住宅の嵩上げ工事助成制度の創設）

嵩上げ 高床

被害軽減対策（浸水防止策設置助成制度の創設）

美濃加茂市浸水対策工事補助金交付要綱

（定 義）既存建物を嵩上げする工事（盛土及び基礎工事を含む）
既存建物を高床式にする工事

（補助額）建物嵩上げ工事 補助率1/2 限度額3,000,000円

美濃加茂市浸水対策工事補助金交付要綱

（定 義）浸水防止壁、防水板等を設置する工事
既存構造物の補強工事

（補助額）浸水防止施設工事 補助率1/2 限度額500,000円
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河川改修（加茂川排水機場の排水ポンプ増強）

【排水ポンプの増強による浸水被害低減効果】 増強前（想定）             増強後（実績）

浸水範囲を約１／３に低減!!  約６２㌶ ⇒ 約２３㌶

浸水戸数を大幅に低減!! ７１戸 ⇒  ２戸

床上浸水を完全に回避!! ３９戸 ⇒  ０戸

ポンプを増強しなかった場合の想定浸水範囲※１ R3.8の浸水範囲※２

※１：増強前の能力で排水したと仮定して算出 ※２：岐阜県提供資料を基に木曽川上流河川事務所にて作成
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流出抑制対策（貯留浸透施設の整備（校庭、公園等））

一時的に雨水を貯留す
ることや、流域に振っ
た雨水を地中に浸透さ
せることによって、河
川等への流出を抑制す
る機能を有し、加茂川
への流出量を調節する。
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災害対策本部の対応



31

1階

２階

３階

４階

５階

屋上

１階は駐車場とし、１階建物部分の開口部に止水シャッター等を設けるこ
とで、３.０ｍの浸水時も建物への浸水を防ぐ計画とする。

２階以上の階（主幹設備は屋上も可）に電気設備、空調設備、熱源設備
等の主幹設備およびサーバー室を設け、浸水時も水損せず、機能を発揮
できる計画とする。

駐車場

６階

７階

最大3m浸水

災害対策本部の機能維持（ハード面）

止水板 止水シャッター 止水パネル

災害対策本部

それでも機能しない場合は、
文化の森（情報学習室）に災害対策本部を設置

R6.9.26訓練風景

１階駐車場



岐
阜
地
方

気
象
台
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災害対策本部の対応（ソフト面）

丸
山
ダ
ム

美
濃
加
茂
市
（
災
害
対
策
本
部
）

市
民
の
行
動

緊急放流
３時間前

（市長へ通知）

緊急放流
１時間前

緊急放流
開始

台風、前線等の状況を常時確認
大雨警報（土砂災害含む）の発令の可能性を確認

岐阜地方気象台の情報及び
木曽川の水位等を確認

木
曽
川

の
水
位

❶避難判断水位
１１．１０ｍ

❷氾濫危険水位
１１．５０ｍ

❸堤防計画高水位
１２．０９ｍ

❶高齢者等避難
（警戒レベル３）

❷避難指示
（警戒レベル４）

❸緊急安全確保
（警戒レベル５）

注意報発令 警報報発令 特別警報発令

【出動職員】
防災安全課員

【伝達】
総務部長
建設水道部長

【出動職員】
全部長
防災安全課長
議会事務局長
教育委員会事務局長
その他指示した者
【伝達】
市長・副市長・教育長
職員は自宅待機

【出動職員】
市長・副市長・教育長
全部長
防災安全課長
議会事務局長
教育委員会事務局長
その他指示した者
【伝達】
職員は自宅待機

【小・中学校】
大雨警報、暴風警報の
発令で休校
【保育園】
大雨警報の発令で休園

【小・中学校】
特別警報の発令で休校
【保育園】
特別警報の発令で休園

市民が避難所等へ避難するため
に必要な時間の把握

避難所班の出動

水位、雨量情報、ポンプ稼働状
況、堤防の変状、洪水予報、警報
発令可能性等を確認

氾濫注意水位
５．５０ｍ

出動水位
７．３０ｍ

避難所の準備・開設・周知

警戒レベル１ 早期注意情報 ①今後、気象状況が悪化する恐れがある場合

警戒レベル２ 大雨・洪水注意報 ①気象状況が悪化した場合

警戒レベル３ 高齢者等避難

①大雨警報発令かつ土壌雨量が大雨警報（土砂
災害）の指数基準に達する場合
②避難経路等が事前通行規制等の基準値に達す
ると措定される場合
③大雨注意報が夜間に大雨警報に切り替える可能
性が高い場合

警戒レベル４ 避難指示

①土砂災害警戒情報が発表された場合
②土砂災害警戒情報の基準に達し、降雨が継続す
る場合
③大雨警報（土砂災害）が発令され、記録的短時
間大雨情報が発表された場合 等

警戒レベル５ 緊急安全確保
①大雨特別警報が発令（災害発生直前）
②土砂災害の発生が確認された場合

高齢者は、立ち退き避難
または屋内安全確保

危険な場所から全員避
難

命の危険、直ちに安全
確保！

準備体制 

今渡観測所の水位
が４．０ｍ以上

警戒体制

今渡観測所の水位
が５．５ｍ以上

第１次非常体制

氾濫危険水位１１．５０ｍに
達したとき



33

業務継続計画（BCP）･･･他市の事例
自治体名 浸水被害日時 業務再開日時 備考

茨城県常総市 平成27年9月11日 平成27年11月6日
関東・東北豪雨
キュービクルや非常用発電機を1階に設置していたため、復旧
工事に時間を要した。他階は、翌日から業務を継続している。

長野県飯山市 令和元年９月１３日 令和元年９月１５日

台風１９号
13日に、庁舎1階の約１．０ｍまで浸水し、１４日は市職員OB
も加わって泥のかき出しなどの復旧作業に当たり、15日には
４階に臨時窓口を開設した。

茨城県日立市 令和5年9月8日 令和5年9月１０日

台風13号
地下1階に配置した電源設備等が、約1時間15分足らずで浸
水し停電、翌9日午後には復旧。浸水翌日に泥や土砂の撤去
作業を行い、翌々日には罹災証明の発行などに応じている。

浸水した翌日に清掃作業を行い、翌々日には業務を再開している。
ただし、電気設備等に影響があった場合は、別階・別館等で業務を再開している自治体もある。
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業務継続計画（BCP）･･･美濃加茂市

通常業務

業務継続の優先度が高いもの

地域防災計画による

災害応急対策業務

地域防災計画による

災害復旧・
復興業務

発災後の
他の新規
発生業務

応
急
業
務

非
常
時
優
先
業
務 早期実施の優先度が高いもの

【非常時優先業務のイメージ】 【業務継続計画の目標】
目標１：市民の生命、生活及び財産を保護するため、

非常時優先業務の遂行に全力を挙げる。
目標２：行政機能を維持し、市の都市活動・経済活動

を支える。

【指揮命令系統の確立】
的確に業務を遂行するために、必要資源の確保ととも
に、地域防災計画に定める指揮命令系統を確立し、応
急業務や優先して継続すべき業務を遂行する。

○災害対策本部
市長（本部長）が災害時に登庁困難な場合または
連絡が取れない場合の職務代理者は次の通り。
第１順位 所管副市長（副本部長）
第２順位 副市長（副本部長）
第３順位 教育長（副本部長）
第４順位 総務部長
第５順位 経営企画部長

【非常時優先業務の選定】
非常時優先業務  ３４７業務
（応急業務及び優先度の高い災害復旧当業務 ２２１業務）
（優先度の高い通常業務 １２６業務）



35

災害時初動対応マニュアル･･･美濃加茂市

地域防災計画

災害対応マニュアル
①災害時初動対応マニュアル
②避難所運営マニュアル
③避難指示等判断・伝達マニュアル
④災害対策本部設置・運営マニュアル 等

業務継続計画（BCP）
各課は、災害の程度により優先して行う業
務を精査し、業務継続計画に反映するとと
もに継続に必要なマニュアルを整備

その他・・・
①広報マニュアル
②食糧・物資供給マニュアル
③被災ペット救護マニュアル
④災害廃棄物処理マニュアル
⑤応急・給水マニュアル 等
を担当課が整備

災害対策本部

❶ 
総
務
部

❷ 

応
急
対
策
部

❸ 

救
護
対
策
部

❹ 

現
地
対
策
部

❺ 

渉
外
対
策
部

❻ 

教
育
保
育
対
策
部

❼ 

消
防
部
（
消
防
団
）

【組織体制】
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❶ 総務部
①情報収集班（企画課、財政課）

・災害情報の受信、集計、情報提供、財政措置 等
②総務班（総務課、税務課、収税課、施設経営課、新庁舎整備推進課）

・被害状況の調査、報告、人的被害の調査、罹災証明書の発行 等
③受援班（キャリアサポート課）

・職員の緊急参集、健康管理、人的資源の調整、損害補償 等
④情報伝達・広報班（秘書広報課、議会事務局、まちづくり課）

・災害情報の記録、広報、報道機関及び市議会との連絡調整 等
⑤相談窓口班（市民課）

・コールセンターの設置、運営

❷ 応急対策部
①応急復旧班（土木課、都市計画課、上下水道課）

・道路、橋梁、河川、市営住宅等の被害状況の調査、道路障害物の除去 等
②応急給水班（上下水道課）

・応急給水、節水・断水及び給水 等
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❸ 救護対策部
①要支援者対策班（福祉課、高齢福祉課）

・要支援者の避難誘導、障がい者施設の被害状況調査、社協等との連絡調整 等
②救護班（健康課）

・医療施設の被害状況の調査、救護所の開設、医薬品の確保 等

❹ 現地対策部
①避難所班（まちづくり課、ひとづくり課、スポーツ振興課、文化振興課、国保年金課、監査委員事務局）

・避難所の開設及び運営、帰宅困難者対策、所管施設の被害状況の調査 等

❺ 渉外対策部
①物資調達班（商工観光課、農林課、会計課、環境課）

・生活必需品等物資の確保、救援物資の配送、し尿処理、清掃、ごみ処理 等
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❻ 教育保育対策部
①教育保育対策班（学校教育課、教育総務課、こども未来課、子育て支援課）

・園児、児童の安全確保、所管施設の被害状況調査、授業及び給食対策 等

❼ 消防部
①消火・救出班（消防団）

・消火、救助活動、避難誘導、地域の安全確保 等
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